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多方向観測とマルチバンドデータを用いた植生機能タイプの分類方法の考察
0真鍋聡美、村松加棄子（奈良女子大学）、醍醐元正（同志社大学）、曽山典子（天理大学）

、

1.研究背景と目的
・全地球における植生の総生産量推定のためには、精度の高い植生タイプ分類データが必要である

・直下視の全地球観測lデータを用いた土地被覆分類では、糧生の季節変化の違いを利用する場合が多い

・季節変化の似た植生同士の分類は難しい ex.常緑針葉樹・常緑広葉樹落葉針葉樹・落葉広葉樹

・本研究では、直下視・前方視・後方視の3方向から観測可能なALOS/PRISMデータと多波長の観測が可能なALOS/AVNIR-2データを

組み合わせることで、季節変化の似ている鑓生同士を判別する方法について考察する

2.使用データ
・AVNIR・2センサデータ

でノーー；J

2007年8月20日 2010年6月11日

2010年8月18日 2010年8月29日

2011年1月10日 2011年Z月13日

.PR1SM3方向視データ

ソ－.／

2006年9月8日 2007年8月20日

2010年6月11日 2010年B月12日

·PR1SM3方向視デ－~は、地形の影響を考え、

フラッヴスサイトより土地傾斜の少ない場所を選定

・へリ観測データ（11(2)
•PRISM解析結果との比鮫に使用

表1サンプリング場所

lit揖針葉樹 富士吉田
アhマツ

常轄審十車樹 アメリカ／ノースヵnライナ
テーダマツ

常織広軍樹 ア刈カρロリゲ
マンゲロ－:1

落事告＋麓樹 富士北組
カラマツ

軍軍広重樹 アメリカ／ウィスコンシン
カヱデ

落葉広葉樹 アメリカ／オハイオ
オーク

’E酬 輔酪：冨原
宮全由草原ー
輔自由錐.抽

3.解析手法
eAVNIR・2データの解析手法

・ユニバーサルパターン展開法（UPDM)l3l

3S0nm～2500nmの連続したスペクトルで規格化した基本
パターンを用いて3つの展開係数（Cw：水、 Cv：値生、 Cs：土
縫）に展開

R(i) > CwPw(i）十 CvPv(i)+ CsPs(i) 

.PRISMデータの解析手法

• PR1SM3方向のそれぞれのシーンを位置合わせし、同じ領域

についてサンプリングを行った
－サンプルlま植生タイプごとに4サンプルずつ取り、 1サンプル
の大きさは20pixel×20pixelである

4.解析結果
【植生タイプごとの展開係数の特徴】
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国1・AVNIR-2デー告の夏のCvとCsの関係

表2 図1の色分け

判定方法

①針葉樹の教師デ－？をま量定

キ司m，.圃噂幅蓋oUJアカマツ1600サンプル町後方視／前方担回分布

②子 ダマツーカラマツーカエデーオ ウのそれぞれについて以下
の判定を行う
-1.IJfin＜ 後方後／i•J方視〈刊朝n Z珍針.樹
後方檀／耐方俊＜・1判。，叶輔の〈後方祖／自＇方祖 昌 広.樹

③判定結巣から、後方視／育＂方説の値の針葉 鮒と広葉樹
の分類精度を倹証

【PRISMセンサデータの多方向反射獲の植生タイプごとの特徴】

針葉樹

；しっとっし十｜表サての
広葉樹

Sun Sun 
ze例代拘 azimuth 

7＂マー：， 27.77 1'11.08 
カフマy

，－ダ.，.， 31.26 146.19 

マシグローブ 17。9 ?J.n 

免エデ 3367 15209 

オータ 38.36 1SS.14 

7
 

ログン

，

マ

，

1

1

・

・””
・・
・・・
・・
・・
・

・・4
・・・
・・・・
・・

；
 ．．．．．． 

h
J
 

ォ

，

デエカ

6

一一一一

，

罷

…

…

まとめ
eALOS/AVNIR-2データを用いて針葉樹・広葉樹・草地の夏における
展関係数の特徴を調べた

→Cvの値に関して、針葉樹＜広葉樹＜草地の順に高い傾向

eAL0S/PRISM3方向視データを用いて各植生について前方視・直下視・後方視の
反射率の特徴を調べた

今アカマツ・テーダマツ・カラマツ・カエデ・オークの後方視の反射率は前方領の

反射率より高い傾向で、先行研究（11(2）も閉じ傾向が見られた

．後方視を前方視で割った値を用いた針葉樹と広葉樹の分類を考え、
その分類精度を検証
→針葉樹については比較的分類が行えていたが、カエデは誤分類が多かった

・カエデについては、AVNIR-2の展開係数の特徴を用いた分類を検討
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【前方視と後方領の反射患を用いた針葉樹と広葉衡の分類精度の倹恒】

表4分類の判定結県
園Zアカマツ由後方祖／前方祖由分布

ア会マヲnU＃・ チーダマツ カラマツ カエデ オーヲ
（針葉樹｝ （針葉樹） （広禁制） （広葉樹）

判定 針葉樹 100 90 85 35 

広葉樹 。 10 15 65 

正答率 1 0.9 0.15 0.65 

ヨ院予ーダマツカラマツカエヂオークはそれぞれ＂＂＂ザンプル取。たが· ＂＇庖剛志高分解能由開d明主将還を捉えきれ，，い·•脅えた．
..ζで・同副叫開dの'.l!Jfl[J陶・＇＂・‘.術省し‘綱吉剛志JO(円 Jプルで拘った．
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